
自治体初 ！ LGBTQポートレートプロジェクト
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ジェンダー平等な地域社会実現を目指している渋谷区では、日本初となる「渋谷区パートナーシップ証明」

の導入をはじめとして、性的マイノリティへの支援や啓発に先駆的に取り組んできました。

OUT IN JAPANは、渋谷区パートナーシップ証明と同じ2015年にスタートした民間団体による取組で、

2000組近い性的マイノリティのポートレートをウェブサイトにアーカイブしている、可視化プロジェクトの草分けで

す。今回、自治体初の試みとしてOUT IN JAPANのポートレート撮影会を渋谷区が誘致、開催します。

フォトグラファーは渋谷区民であり、「しぶや区ニュース」（2020年11月15日号）にもご登場いただいたレ

スリー・キーさん。そして撮影会場はS-SAP（シブヤ・ソーシャル・アクション・パートナー）協定締結企業であ

り、OUT IN JAPANプロジェクトを長らく支援している株式会社アダストリアの本社内撮影スタジオ。さらには、

同じくS-SAP協定締結大学である青山学院大学附置スクーンメーカー記念ジェンダー研究センターと、津田

塾大学 ダイバーシティーセンター・フォー・インクルーシブリーダーシップからも後援をいただき、「渋谷区男女平

等及び多様性を尊重する社会を推進する条例」が施行されてから7年たった今、渋谷区内の産官学民が手

を取り合って、この人権課題推進に取り組めていることを、大変誇らしく思っています。

今回の取組を通じて、性的マイノリティの渋谷民（在住者のみならず、在学、在勤者、来街者、そして渋

谷を好きでいてくれている人たちといった、広義の関係人口を含めた捉え方）の可視化を通じて、当たり前の

隣人、クラスメイト、同僚として性的マイノリティを捉えられる意識づくり、そして性的マイノリティが安心して暮ら

し、学び、働ける渋谷区を目指していきます。

今回撮影されたポートレートは区広報紙などでの紹介を皮切りに、区内企業や大学と連携しながら、さまざ

なま形での啓発情報発信を検討していきます。
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◼ 主催 渋谷区（誘致）

ＮＰＯ法人グッド・エイジング・エールズ(OUT IN JAPAN企画・運営）

◼ 日 時： ２０２２（令和４）年３月１４日（月）１０時～１９時

◼ 場 所： 株式会社アダストリア 本社内 撮影スタジオ

■参加者： 事前に申し込んだ50名(組)程度を予定

■後 援： 青山学院大学附置スクーンメーカー記念ジェンダー研究センター

津田塾大学 ダイバーシティーセンター・フォー・インクルーシブリーダーシップ

※取材を希望する報道機関の方は、総務課渋谷男女平等・ダイバーシティセンター〈アイリス〉
（TEL：03-3464-3395）までお問い合わせください。

本件に関するお問い合わせ先： 総務課 渋谷男女平等・ダイバーシティセンター〈アイリス〉

〒150-0031 渋谷区桜丘町23-21渋谷区文化総合センター大和田 8階
TEL:03-3464-3395 FAX：03-3464-3398

※アイリスは、渋谷区の花「ハナショウブ」にちなんでつけられた、当センターの愛称。
※ハナショウブのマークをLGBTQフレンドリーを表す6色のレインボーで彩った
「レインボー・アイリス」(上)は、渋谷区における推進のシンボルマークです。



＜参考 渋谷区の性的マイノリティに関する主な取組＞

・渋谷区パートナーシップ証明（2015年11月5日交付スタート）

のべ67組に交付（2022年3月1日時点）

※全国自治体でのパートナーシップ制度導入状況は 「渋谷区・虹色ダイバーシティ 全国パートナーシップ

制度共同調査」をご覧ください。

https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/lgbt/kyodochosa.html

※取得カップルの声については「渋谷区パートナーシップ証明実態調査」をご覧ください。

https://www.city.shibuya.tokyo.jp/shisetsu/bunka/oowada/partnership_hokoku_kokai.html

・しぶや区ニュース(性的マイノリティ特集号)

2019年11月15日号 2020年11月15日号

東京都広報コンクール 広報紙部門 奨励賞 東京都広報コンクール 広報紙部門最優秀賞

https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/koho/news/20191115.html

https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/koho/news/20201115.html

https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/shisaku/lgbt/kyodochosa.html
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/shisetsu/bunka/oowada/partnership_hokoku_kokai.html
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/koho/news/20191115.html
https://www.city.shibuya.tokyo.jp/kusei/koho/news/20201115.html


＜参考 「OUT IN JAPANとは」（グッド・エイジング・エールズ提供資料）＞

2015年4月からスタートした、日本のLGBTQ+をはじめとした性的マイノリティにスポットライトを当て、市井

の人々を含む多彩なポートレートをフォトグラファーが撮影し、1万人のギャラリーを目指すプロジェクトです。個

人、団体、企業、自治体等との連携を通して、WEBサイト・展覧会・写真集などを展開。身近な存在として

のセクシュアル・マイノリティを可視化させ、正しい知識や理解を広げるきっかけとしています。フォトグラファーは、

#001〜#020、『OUT IN SINGAPORE』、『OUT IN TAIWAN』にて約2000名の撮影を達成したレ

スリー・キー氏が、多くの方々からのリクエストに応え、再び担当することとなりました。

今回の#021東京撮影会は、2019年開催されたOUT IN JAPAN #019、#020撮影会から引き続き、

グローバルワークやニコアンドなどのカジュアルファッションを展開するアダストリアがビッグサポート。運営協力、衣

装提供、スタイリングを手掛けます。そして、キヤノンにはカメラならびにプリンターなどの機材協力にて、バック

アップをいただく予定です。『OUT IN JAPAN』立ち上げからのチームである、2011年以降継続して日本の

LGBTQ+コミュニティのエンパワメントに注力してきたAlfa Romeo、運営協力の日本オラクルからも、引き続

きサポートをいただいています。

主催： NPO法人グッド・エイジング・エールズ

ウェブサイト： goodagingyells.net

outinjapan.com


